
(1) 担当支部： 熊本支部 11771
分水嶺区分 2005年 6月 18日 (4)天候：

（５）参加者氏名および会員番号　　
加藤　功一 11771
石井　文雄 13852

計 計

（６）山行記録・位置確認（出発点・ピーク・峠・到達点など、主要ポイントに関して）・所要時間・道の状況
ｺｰｽ概略：
ｱﾌﾟﾛｰﾁ：

度 分 度 分 秒
歩行開始点 皆越林道(小白髪分岐) 9:15
分水嶺到達点K166皆越林道(小白髪分岐) 130 58 32 10 9.0 832 9:20 9:35 A-1
　　　 1025m地点 130 58 32 9 25.7 1,018 13:10 13:15 B-3
　　　 1123m地点 130 57 32 9 25.3 1,129 15:03 15:05 B-3

分水嶺離別点K168三池神社（再踏査） 130 56 32 9 23.8 1,350 17:10 17:20 B-2
歩行終了点 猪子伏登山口 18:05 A-1

（７）三角点の位置と保存状況
上記(6)の地点
ｺｰﾄﾞを記入して

点名 等級 方位

（８）人工施設の現況および地形図との相違点

（９）水および植生に関連した特記事項

（10）その他の特記事項

（11）写真の添付：（ 有りの場合には、写真説明を記入してください）

到着
時刻

８、１０

８、９

地点ｺｰﾄﾞ 地点名
2.5万分の1
地形図名

21.2

58.0
5.0

経度E
秒

白髪岳

９、１０
９

　〃
　〃

本田 誠也

会員番号：加藤　功一
(3)山行日：K166皆越林道～K168三池神社

事務局整理記入欄 熊本－28
晴

5421

２名

熊本市～（九州自動車道）人吉市～あさぎり町免田～皆越～小白髪分岐
K166皆越林道（小白髪分岐）～小白髪岳～Ｋ１６８三池神社

１名

緯度Ｎ

　〃

道の
状況

・K168：三池神社の社あり

8時間00分総歩行時間（休憩時間を除く）：

・K166：皆越林道の道路上

33.7
　〃
白髪岳

・標高点（１１２３ｍ）：胸まであるひどいヤブコギ、特にキイチゴやノイバラのトゲに苦労した、コバケイソウの花を見て少し安らぐ
・標高点（１０２５ｍ）：ブナ、ミズナラ、モミの林で踏跡はなく、胸まであるひどいヤブコギ、特にキイチゴやノイバラのトゲに苦労した
・K166：皆越林道上が分水嶺となっている

JAC創立１００周年記念国内登山(中央分水嶺踏査)の山行報告書

   写真説明：　
・山の神（小白髪岳への途中にある）
・コバイケイソウの花

・ひどいヤブコギで「ツツガムシ」が、いっぱいズボンに着いたので払い落としたが、服の中に入り身体を数箇所かまれ、かゆい。
　マルミノヤマゴボウとわかった）
・K168：三池神社すぐ下の尾根で、淡紅色の綺麗な花を見つけた、初めて見た花なので写真を撮った（帰って図鑑で調査の結果、
・天気が良く、気温が上ったのでセミの鳴き声が聞かれた

・K168：三池神社付近のスズタケは全部枯れていた（鹿の食害か？）

(1)～(8)は必ず記入してください。(9)～(11)は、気づいた事項があれば記入してください。

サポート要員氏名および会員番号

出発
時刻

(2)記載者氏名：

(8)～(11)の
特記事項等

高度
ｍ

特記事項
保存
状況

・マルミノヤマゴボウの花

・これまでの踏査でＫ点は全部終了したと思っていたが、Ｋ１６６（林道上）の測定を忘れていたことがわかり、今回踏査した。
　併せて、小白髪岳～白髪岳はルート（山道）がないため、残していたが今回踏査した。
　全区間ひどいヤブコギであったが、なんとか通せた。



山行報告書（続き）
表面（１ページ目）に書ききれなかった事項を記入してください。

　　　　　　　　　　　　　　　山の神（小白髪岳への途中にある）

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マルミノヤマゴボウの花
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